
 
 
 
 
 
１．指導の立場 
（１）単元について 

学習指導要領に示された本単元での指導内容は，以
下の通りである。 
（1）市場の働きと経済 
課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の
事項を身に付けることができるよう指導する。 
（ア）個人や企業の経済活動における役割と責任につ
いて多面的・多角的に考察し，表現すること。 
「個人や企業の経済活動における役割と責任」につい
ては，起業について触れるとともに，経済活動や起業
などを支える金融などの働きについて取り扱うこと。 

現在の中学生が成人して社会で活躍する頃には， 
少子高齢化による生産年齢人口の減少や，グローバ 
ル化の進展，技術革新により，社会構造や雇用環境は
大きく変化する可能性が高い。そんな社会の中，日本
の経済では，大量生産，大量消費による成長の行き詰
まりや，長時間労働，非正規労働者の問題等，様々な
問題がより深刻化すると考えられる。 

そうした社会の変化に伴って，今後新たな発想や 
構想に基づいて財やサービスを創造する起業の重要
性が一層高まることが予想されている。現在，国の政
策でも，起業家教育を推進していたり，国や地方を挙
げて起業支援を積極的に行ったりしている。それは， 
起業が新たな雇用を生むことにつながったり，社会の
要望が多様になる中で，多様な企業の形が求められた
りするためである。だからこそ，起業の重要性がクロ
ーズアップされている。また，起業をすることで，時
代，地域，人に合わせた多様な経済活動が生まれ，社
会問題の解決にもつながるとも考えられている。 

岐阜大学在学中の杉本稜太さんは，「Umai Japan
株式会社」を設立し，グローバル市場で高値で取引さ
れる日本の農産物をヒントに，富有柿の東南アジアへ
の輸出を計画している。 

大学生にも関わらず起業を試みる杉本さん。大野町
に土地を借りて自社農園で生産から販売まで行う「サ
プライチェーン」の構築を目指している。「未来へ続
く農業」という思いをもち，跡継ぎ問題など岐阜県の
農業が抱える今日的課題の解決を図ることを考えて

プロジェクトを立ち上げている。コロナ禍の中，大学

1 年時に起業部入り，起業することにより自分の生き

がいを実現させようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時，生徒が触れる起業の考え方は，収入だけでな 

く，「自分は何がしたいのか」を考えて判断し，「自分

や社会が豊かになるにはどうしたらよいか」を考え，

現代社会を豊かに生き抜くための見方・考え方 を育

成することにつながっていくと考える。 

（２）生徒の実態 
本単元では，「豊かさ」に着目し，「誰もが豊かな暮

らしをするためどのように経済に関わっていくか」 
という単元を貫く課題を設定した。 

生徒はこれまでの学習で，「消費者だけでなく，生
産者や労働者の立場に立って経済を「考えること」「資
本主義経済の中で，企業の最大の目的は利潤の獲得で
あること」「労働者は働き方を考えることが大切であ
ること」に気付いている。また，情報化，グローバル
化，少子高齢化が進展することによる経済の問題があ
ることにも気付いている。しかし，その具体的な改善
策について考えられている生徒は少ない。 

本時は，起業に挑戦する杉本さんがどのような判 
断をして， 起業という決断をしたのかを考えさせる。 
そうすることで，これからの社会において起業の考え
方が，現代社会の問題を解決したり，生活を豊かにし
たりする可能性があることに気付かせていきたい。 
 
２．研究との関わり 
【研究内容２】について 

社会科部では，「主体的に社会の形成に参画できる
生徒」の育成を目指している。本時では，大野町の特
産品である「柿」や「大学生」が起業に関わっている
ことで，社会に見られる課題に対して生徒自身が「な
ぜ柿なんだろう？」「なぜ大学生なのに？」という疑
問を見出し，実生活とつなげる教材を設定した。 

研究内容２を受けて，社会科部では，深い学びの捉
えを「根拠を明確にして，社会的事象の意味や意義，
特色や相互の関係を考察したり，社会に見られる課題
を把握して，その解決に向けて構想したりする学び」
としている。起業に関して，利潤の追求に加えて，自
分の生き方や社会問題の解決といった事象を関連付
け，多面的・多角的に起業の意義を見出させたい。ま
た，それを知るために，仲間と起業に対する疑問を見
出し，その考えを相手に直接伝え，自分自身の考えを
発展させ，豊かな暮らしに自分がどう関わっていくか
の，単元の出口への意識と繋げていく。 

場所 ：3 年 1 組教室 
学級 ：大野町立大野中学校 
    ３年１組（３３名） 
授業者：野原 克洋 

〔公民的分野〕 

単元名 第４章 私たちの暮らしと経済 第２節 －生産と労働－ 

第３学年 社会科学習指導案 
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３．単元構造図（全７時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実に関する認識の獲得 

事実に関する認識を深める 

【単元のねらい】 
社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件や企業の精神について考えることを通して，現代の生産

などの仕組みや働き，勤労の権利と義務，労働組合の精神に気付き，様々な課題を抱える今後の社会において経済
活動によって豊かな暮らしを実現していこうとする意欲と態度を養う。 

【単元はじめの生徒の意識】 
資本主義とはなんだろう。生産と労働，企業などの経済の仕組みなど経済活動は私たちの生活にどうかかわってい
るのだろう 

【①生産活動と企業】 

＜ねらい＞分業と交換や
資本主義経済の仕組みに
ついて調べることを通し
て，私たちの生活に必要
な財やサービスがどのよ
うに生産されているか理
解することができる。
（知・技） 

＜生徒の意識＞企業は
資本主義経済の中で利
潤を追求しているんだ。
求められる財やサービ
スが変化している現代
社会において，企業の技
術革新やアイディアが
大事だ。 

【単元出口の生徒の意識】 

それぞれの企業が資本主義経済の中で財やサービスを提供し，自分たちの生活が豊かになっていく社会の仕組みが分かった。
労働者にも権利があり，少子高齢化が進む現代日本の労働の在り方もいろいろ変化している。そんななかで大学生の杉本さん
は起業によって社会の課題やニーズから，その課題を解決することで利潤を得ようとしていることが分かった。今後,過疎や情
報化など，様々な課題を抱える社会において起業の考え方は自分にとっても,地域社会にとっても豊かな暮らしを実現する可能
性があると分かった。自分の将来の働き方についても考えていきたい。 

【⑥社会の変化と起業】 

 

 

【⑤社会の変化と起業】 

 ＜生徒の意識＞ 
杉本さんは大学生なのに起業しようとしているんだ。起業というのは自分とは
無関係だと思っていた。身近な柿を世界に輸出しようとしているのは，社会の
課題を解決することで利潤を得ようとしていることが分かった。杉本さんの挑
戦について色々聞いてみたい。 

【②株式会社の仕組み】 

 課：株式会社はどのような仕組みなのだろう 

【④労働環境の変化と課題】 

 課：労働をめぐる環境にはどのような変化と課題が見られるのだろう  

【③労働者の意義と労働者の権利】 
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課：労働者の権利を守るためにどのような権利が保障されているのだろう 

＜ねらい＞労働者
の権利を保障する
ために労働組合や
様々な法律がある
ことを理解するこ
とができる。
（知・技） 

＜生徒の意識＞労働者は企業
と契約し労働力を提供するこ
とで賃金を得ている。憲法の基
本的人権の中にも労働者の権
利が認められていて労働三法
によって保障されている。豊か
な暮らしには働き方も大切だ。 
 

＜生徒の意識＞能力主義や
終身雇用など働き方が多様
化している。人手不足や，
情報化，これからの働き方
も変わってくるかもしれな
い。ワークライフバランス
など働くことで豊かな暮ら
しになってほしい。 
 

＜ねらい＞現在の雇用
形態を学ぶことを通し
て，自分が望む働き方
や誰もが働きやすい職
場にするためにはどの
ようにするとよいかを
考えることができる。
（主体的） 

＜ねらい＞株式会社の
仕組みを調べることを
通して，株式を発行す
る意味や証券会社の役
割，株主の権利につい
て表現することができ
る。（思・判・表） 

＜生徒の意識＞企業は株
主に株を買ってもらうこ
とで，その資金を元手に活
動を行っているんだ。証券
会社で株式のやりとりが
あり，株主になると，配当
や株主総会などの権利が
あることが分かった。 

＜ねらい＞ 
杉本さんが大学生でありなが
ら富有柿の輸出に挑戦し起業
しようとする理由を追究する
ことを通して,企業による利潤
の確保や，販売低迷や跡継ぎ問
題などの課題を解決しようと
していることに気付き,様々な
課題を抱える今後の社会にお
いて起業の考え方は自分にと
っても,地域社会にとっても豊
かな暮らしを実現する可能性
があることを理解することが
できる。（思・判・表）（主体的） 
 

課：なぜ杉本さんは大学生でありながら富有柿の輸出の起業に挑戦しているのだろう 

課：現代の日本企業はどのように経済活動を行っているのだろう 

【⑦単元のまとめ】  課：誰もが豊かな暮らしを実現するために、どのように経済に関わっていくとよいのだろうか 

＜生徒の意識＞ 
杉本さんが大学生でありながら富有柿の輸出に挑戦しようとしているのは，後
継者不足，少子高齢化といった農業の課題があり，情報化，海外への輸出によ
って，その課題を解決しようと起業していることが分かった。柿はもうかるな
んて考えたこともなかったけど，新しい発想を組み合わせることで，利潤にな
るんだ。今がチャンスと思いそこに挑戦しているところがすごい。 



４ 本時のねらい 
  杉本さんが大学生でありながら富有柿の輸出に挑戦し起業しようとする理由を追究することを通して，

時代の変化を生かし新しい発想で未来に続く農業を創り出したいという思いに気付き，起業の考え方が，
地域社会が抱える今日的課題を解決し，より豊かな暮らしを実現する可能性があることを理解することが
できる。 

５ 本時の展開 
過程 学 習 活 動 研究内容について 
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１．既習内容を想起し，学習課題を確認する。 

 
 
 
２．課題に対して追究し，全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.調べた中で，自分たちが疑問に思ったこと出し合い（班交

流）杉本さんに質問する。 

・なぜ大学生のうちに起業しようと思ったのか 
→今がチャンス。やりたいことにみんなも挑戦してほしい 
・大変なことや収入などどう考えているのか 
→大きな夢があり，大変だけど挑戦することは楽しい 
４．杉本さんの話を聞く 

５．本時のまとめを行う。 

 

 

・根拠をもとに発表できるよう
に「どこから」「なぜ」と問
い返し，根拠を明確にして伝
えるようにする。 

 

・「何のために起業したのか？」
「なぜ富有柿に目をつけた
のか」「なぜそれが利潤につ
ながるのか」と問い，広がっ
た考えを焦点化し事実に関
する認識を形成する。 

 

・形成された事実認識を基に，
自ら疑問に思ったことや，も
っと知りたいと思うところ
を考え，社会の仕組みを知ろ
うという主体的な姿を生み
出す。 

【研究内容(２)】 

 

・ゲストティーチャーとして，
杉本さんの起業に対する考
え方や，岐阜県の抱える課題
に挑戦しようとする考え方
を広め，今後少子高齢化，情
報化，グローバル化など社会
の変化に伴って，新たな発想
や構想に基づいて財やサー
ビスを創造することの必要
性や可能性について考える。 

【研究内容(２)】 

なぜ杉本さんは大学生でありながら，富有柿の輸出の起業
に挑戦しているのだろう。 

杉本さんが大学生でありながら富有柿の輸出に挑戦しようとしている
のは，後継者不足，少子高齢化といった農業の課題があり，情報化，海
外への輸出などの新しい発想によって，その課題を解決しようと起業し
ていることが分かった。柿はもうかるなんて考えたこともなかったけ
ど，新しい発想を組み合わせることで，利潤になるんだ。今がチャンス
と思いそこに挑戦しているところがすごい。今後変化していく社会にお
いて，起業の考え方は自分にとっても，地域社会にとっても豊かな暮ら
しを実現する可能性があると分かった。 

評価規準【思・判・表，主】 
 杉本さんが起業した理由
を「利潤」「新しい発想」「農
業の課題解決」の視点から追
究し，これからの現代社会の
なかで豊かな暮らしをつく
っていくための考え方を多
面的・多角的に考察できる。 
（発言内容，まとめの） 

【利潤の確保】 
数年後を目指して，利潤を獲得しようとしている。これまでの
農 は生産することに力を入れていたけど，生産から販売まで
手掛けるビジネスの発想で，安く商品を届けることができる。 

【柿の可能性】 
政府も日本の商品を海外で売
ることを後押ししている。海
外の柿と比べると日本の柿は
品質が高い。海外で売れつつ
ある日本の果実は今後可能性
がある。少子高齢化の進む日
本では，出荷額が横ばいだが，
海外に柿の輸出が増えている
ことは知らなかった。この柿
をブランド化してどう売るか
を工夫することで，利潤を出
そうとしている。 

【杉本さんの取組】 
「あまり稼げない」というイメ
ージの農業の課題を考えた。農
家の経験を活かし，後継者不足
の土地を集約したり情報化を
農業に生かしたりすることで
生産が効率的になる。農家にと
っても海外の消費者にとって
もいいことだ。課題からニーズ
を捉え，どこに目を付けるかが
大事なんだ。 

【社会の課題解決 未来の農業】 
杉本さんの起業がうまくいけば，柿の生産がさらに魅力ある産
業になる。こうした新しい産業がうまれることは，少子高齢化の
進む，岐阜県や大野町の未来になる。 

農家の後継者不足・情報化・グローバル化 
時代の変化を生かし新しい発想で 

起業に挑戦していく杉本さんの思い 



 

 

  

  

   

  

 

 

  

   

   

 

 

 

     

  
 
  
 

【資料４ 今後の Umai Japan 未来へ続く農業 杉本さんの話】 

農家の経験、新しい情報

技術、海外進出を組み合わ

せる新しい発想で、稼げる

農業を創り出す。農業の

仕組みを根本から変え、未

来へ続く農業をつくれると

思っています。正直今の段

階では収入０。今は、現地調

査や、たくさんの人に会い、

事業をつくっている段階な

ので、いろんな方や企業の

支援で事業を成り立たせて

います。今シーズンが初め

て柿の販売を開始します。

５年後には５０～１００ヘ

クタール（1 ヘクタール＝

１００ｍ×１００ｍ）、海外

で生産し、秋だけでなく通

年での販売を目指していま

す。こうした取り組みで、農

業＝かっこいいにしたい

と思っています。 

  

これまで生産してきた農家の貴重

な経験をマニュアル化。ドローン

や QR コード（生産情報）など技

術の進歩を生かし、後継者不足の

農地を集約すればより大規模な生

産ができる。大野町でも生産。 

海外のスーパーの海外

産の柿の品質は良くな

い。品質の高い岐阜の

柿をブランド化すれば

高く売れる。「Umai ブ
ランド」を確立し岐阜

の柿が 2000 円～3000
円で海外で売れる。 

【資料２ 日本の農林水産物について】 

農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略の進捗（HP 参

照） 

 政府は日本の食品の輸出拡大を目指し、2030 年ま

でに 5 兆円の輸出額目標を設定し、輸出拡大実行戦略

を立ち上げた。日本の果実は、その高い品質がアジア

をはじめとする諸外国で評価され輸出額は近年増加傾

向で推移している。果樹などでは、りんご、ぶどう、

桃、かんきつ、かき・かき加工品を輸出重点品目に選

定し、輸出に対して重点的に支援、政府一体となって

あらゆる施策を講じていく。 

【東南アジア農産物輸出額の推移】 

農林水産省 HP 

【2022 年果実輸出額】農林水産省 HP 

輸出額 前年比 

商品をつくるだけでなく、「そ

れをどう売るか」のビジネス

の視点を農業に取り入れるこ

とで、利益を拡大できる。あ

るものを組み合わせて、新し

い発想で勝負する杉本さん。 
【東南アジアのスーパーで売られる海外産の柿】 

【資料３ 杉本さんの取組 】 



 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉本さんの新聞記事 国産柿生産・販売一手に ブランド化海外市場へ：地域ニュース : 読売新聞 (yomiuri.co.jp) 
株式会社 Umai Japan ホームページ Umai Japan 株式会社(ウマイジャパン) (umai-japan.jp) 

【Umai Japan 株式会社 代表 杉本稜太さんについて】 

【資料１ 日本の農業の課題】 

・国内の販売が主力→人口減少 

・規模の小さい農家が多い   

・経験や勘による技術→後継者問題 

・生産に力を入れる＝販売は別の会社   

農業＝もうからないイメージ 
 

・2021 年福井県の農業高校を卒業し、岐阜大学応用生物科学部に入学。 

・2022 年起業に興味をもち大学の起業部に入部。高校時代から学習していたスマート農業（農業のデジタル

化）推進事業を開始。 

・スマート農業に関する事業を大幅に修正。 

・海外調査や農業現場での実務を学ぶ。 

・岐阜県の柿農家を集約し、輸出事業を開始する。 

・202３年７月に Umai Japan 株式会社設立 

・2023 年秋より販売開始 

杉本さんの目指すもの 
世界を笑顔にできる未来へ続く農業をつくりたい！！ 




